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This study aims to investigate the well-being of collegiate student athletes, addressing both psychological
and subjective well-being. Collegiate student athletes and non-athletes were recruited via snowball sampling
using email to complete an online survey that queried their psychological and subjective well-being. Three
hundred and fifty-one respondents completed the survey. Eleven respondents failed the attention check and
were excluded from the analysis. One hundred and ninety-seven collegiate student athletes and 143 non-
athletes were included in the final analysis. The survey utilized the 43-item Psychological Well-Being Scale,
the 5-item Satisfaction with Life Scale, and the 12-item Affective Well-Being Scale to assess psychological
and subjective well-being. Mann Whitney U analyses were utilized to discover differences in scores on each
questionnaire between the athlete and non-athlete groups. The athlete group reported higher scores in the self-
acceptance subscale of the Psychological Well-Being Scale compared to the non-athlete group (P  0.044).
The positive relationship with others subscale of the Psychological Well-Being Scale were lower in the athlete
group compared to the non-athlete group and while the difference approached statistical significance (P 

0.053), it did not meet our criterion alpha (0.05). No significant differences were found in other subscales of
the Psychological Well-Being Scale between the two groups (P  0.05). The Satisfaction with Life Scale was
significantly higher in the athlete group compared to the non-athlete group (P  0.003). No significant
differences were observed between the athlete and non-athlete groups in positive and negative affect scores on
the Affective Well-Being Scale (P  0.05). This study highlighted collegiate student athletes had greater self-
acceptance and better life satisfaction compared to non-athletes. Findings may offer valuable insights into the
well-being benefits associated with high levels of physical activity and participation in sports competition.
Further research is required to explore the effects of sports on well-being, considering characteristics
associated with various sports and levels of competition.
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1．背景

ウェルビーイングは、1946年に世界保健機関が定めた憲章の定訳である「健康とは身体的・精神

的・社会的に完全に良好な状態」を根幹とし、それに「幸福」を加えた概念として解釈されている

（Ryff 1989）。したがって、ウェルビーイングは、良好な未来社会の構築に向けて、ヒトが本来的

に目指すべき姿を象徴する概念であることから、今般多くの学術分野の中核的な研究課題になりつ

つある。

ウェルビーイングは、その哲学的背景や構成概念に基づき、大きく心理的ウェルビーイングと主

観的ウェルビーイングに大別される（Ryff 1989；Diener et al., 1985）。心理的ウェルビーイングは、

自己実現や生きがいで得られる幸福を示すユーダイモニア（精神的繁栄）を背景として定義される

ウェルビーイングである（Ryff & Singer, 2008）。これに対して、主観的ウェルビーイングは、一時

的な快楽感情や欲求が満たされることで得られる幸福を示すヘドニア（快楽的幸福）を背景として

定義されるウェルビーイングである（Waterman 1993）。また、主観的ウェルビーイングは、情動的

側面と認知的側面の2つに大別される（Diener et al., 1999）。

ヒトにおける身体活動は、身体的・精神的・社会的な健康あるいは幸福に対して、広範かつ強力

な効能を有することが広く知られている（Haskell et al., 2007；Paluska & Schwenk, 2000）。また、近

年の研究において、身体活動は、ウェルビーイングを高める可能性も報告され始めている（Cordes

et al., 2019；Kim et al., 2017；Herbert 2022；Ugwueze et al., 2021；Wickham et al., 2020）。例えば、若

年者や中高齢者において、身体活動レベルが高いほどウェルビーイングが高いことが報告されてい

る（Cordes et al., 2019；Kim et al., 2017；Ugwueze et al., 2021；Wickham et al., 2020）。さらに、

Herbert（2022）は、継続的にスポーツ競技を行う若年アスリートのウェルビーイングが高いこと

や、習慣的な有酸素運動トレーニングの実施がウェルビーイングを高めることを報告している。し

たがって、スポーツ競技の実施を含む、継続的かつ習慣的な高い身体活動は、ウェルビーイングを

高める効能を有していることが示唆される。しかしながら、これらの先行研究は、欧米人を対象と

して行われたものであり、日本人においても同様の結果が得られるかは不明な点が多い。実際、

Nakagawaら（2018）やTasfilizら（2018）は、日本人と米国人ではウェルビーイングに差異がある

ことを報告していることから、文化的背景や国民性がウェルビーイングに影響する可能性が示唆さ

れる。

以上のことを鑑み、日本人を対象としたウェルビーイングの実態調査に関する研究結果を蓄積す

ることは、日本人が独自に有するウェルビーイングの理解や学術的かつ社会的価値を創出すること

に有益である。また、日本人若年者を対象としたウェルビーイングの実態調査は行われていないこ

とから、その調査を行うことは、本邦の良好な未来社会の構築において有用である。さらに、本邦

における若年者のスポーツ競技の実施率が減少傾向にあることから（笹川スポーツ財団 2019）、日

本人若年アスリートを対象としたウェルビーイングの実態調査を行うことは、スポーツ競技の実施

による新たな効能を明らかにすることへ役立つことが期待され、スポーツ健康科学分野やその隣接

分野を発展させるための有益な学術的資料となり得る。

2．目的

本研究は、心理的ウェルビーイングと主観的ウェルビーイングの両方を扱った上で、日本人大学

生アスリートと一般大学生（以下、非アスリートと称す）におけるウェルビーイングの実態調査を

行うことを目的とした。
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3．方法

3.1 調査対象者および解析対象者の選定

本研究におけるオンラインアンケート調査は、立命館大学に所属する大学生および大学院生を対

象とし、オンラインアンケートツール（Googleフォーム；Google社製）を用いて2023年10月から

2023年11月の間に実施した。調査対象者は、全ての項目に回答した351名であった。その中で、複

数のダミー項目に対して正しく回答できなかった調査対象者11名は、解析対象から除外した。最終

的に体育会に所属するアスリート197名（アスリート群；年齢：20.1  1.2歳、身長：171.3  7.9cm、

体重：72.6  17.0kg）および定期的な運動習慣を持たない非アスリート143名（非アスリート群；年

齢：21.6  2.0歳、身長：168.0  8.4cm、体重：59.9  9.8kg）を解析対象者とした。なお、本研究

は、立命館大学「人を対象とする医学系研究倫理」委員会の承認（BKC-LSMH-2023-026）を得て

実施した。

3.2 ウェルビーイングの評価

ウェルビーイングは、心理的ウェルビーイングと主観的ウェルビーイングの両方を評価した。ま

た、主観的ウェルビーイングは、情動的側面と認知的側面の両方を評価した。

心理的ウェルビーイングは、Ryff（1989）が定義した心理的ウェルビーイングの構成概念に基づ

き、西田（2000）が開発した43項目から成る心理的ウェルビーイング尺度を用いて、「全くあては

まらない」から「まさにあてはまる」までの単極6件法で回答を得た。下位尺度は、人格的成長、

人生における目的、自律性、自己受容、環境制御力、積極的な他者関係の6つで構成されており、

それぞれに該当する項目の総得点を評価した。

主観的ウェルビーイングの情動的側面は、MroczekとKokarz（1989）が開発した感情的ウェル

ビーイング尺度に基づき、中原（2011）が翻訳した12項目から成る日本語版感情的ウェルビーイン

グ尺度を用いて、「全く感じなかった」から「いつも感じた」までの単極5件法で回答を得た。下位

尺度は、ポジティブ感情とネガティブ感情の2つで構成されており、それぞれに該当する項目の総

得点を評価した。

主観的ウェルビーイングの認知的側面は、Dienerら（1985）が開発した5項目から成る人生に対

する満足尺度の日本語版を用いて、「全くあてはまらない」から「非常によくあてはまる」までの

単極7件法で得た回答の総得点（以下、人生満足度と称す）を評価した。

なお、感情的ウェルビーイングの下位尺度のネガティブ感情を除き、全ての尺度の下位尺度ある

いは尺度自体の総得点が高いほどウェルビーイングが高いと評価した。また、感情的ウェルビーイ

ング尺度の下位尺度のネガティブ感情は、総得点が低いほどウェルビーイングが高いと評価した。

3.3 統計解析

年齢および身体特性（身長と体重）は、平均値および標準偏差で示した。アスリート群と非アス

リート群におけるウェルビーイングの比較は、マン・ホイットニーのU検定を用いて行った。2群

間の比較は、統計解析ソフト（SPSS Statistics ver.29；IBM社製）を用いて行った。測定値は、中央

値および四分位範囲（第一四分位数−第三四分位数）で示し、有意水準5％未満をもって統計学的

有意とした。効果量は、検定統計量をZ値に変換したrを用いて評価した。

4．結果

表1にアスリート群と非アスリート群におけるウェルビーイングの比較を示す。心理的ウェル

ビーイングにおいて、心理的ウェルビーイング尺度を用いて評価した自己受容は、アスリート群が
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非アスリート群よりも有意に高値を示した（P  0.044、r  0.11）。これに対して、積極的な他者関

係は、アスリート群が非アスリート群よりも低値を示す傾向がみられた（P  0.053、r  −0.11）。

その他の下位尺度は、両群間に有意な差は認められなかった。

主観的ウェルビーイングにおいて、感情的ウェルビーイング尺度を用いて評価したポジティブ感

情とネガティブ感情は両群間に有意な差は認められなかったが、人生に対する満足尺度を用いて評

価した人生満足度は、アスリート群が非アスリート群よりも有意に高値を示した（P  0.003、r 

0.16）。

5．考察

本研究は、スポーツ競技の実施を高い身体活動を有していると捉え、日本人大学生アスリートと

非アスリートのウェルビーイングを比較した。この主要な結果において、アスリートは、非アス

リートよりも心理的ウェルビーイング尺度の下位尺度である自己受容と主観的ウェルビーイングの

認知的側面を評価する人生満足度が高値を示すことを明らかにした。

本研究における自己受容が非アスリートよりもアスリートが高いという結果は、身体活動レベル

と心理的ウェルビーイングの好適な関係性を報告したUgwuezeら（2021）の研究結果と一致する。

自己受容は、自己実現の過程で長所と短所の両方を理解し、それを受け入れる能力と解釈される

（Ryff & Singer, 2008）。また、Riff（1989）は、自己受容が高い者は自己に対して前向きな姿勢を

持っており、過去の出来事を積極的に受け止めることができると述べている。これらの見解を本研

究の結果に置き換えて解釈すると、アスリートは、日々の練習や試合を通じて自己課題を見出し、

それを次に起こる事象に応用する過程で高い自己受容を得ている可能性が考えられる。さらに、本

研究における人生満足度が非アスリートよりもアスリートで高いという結果は、身体活動レベルと

人生満足度の好適な関係性を報告したAnら（2020）の研究結果と一致する。これまでの先行研究
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において、スポーツ競技の実施は、不安やうつ症状を含むメンタルヘルスの改善（Yang et al.,

2022）、自己効力感の向上（Bueno et al., 2008）、活動意欲の増加（Pedersen et al., 2017）等の多くの

精神的・心理的な効能を有していることが明らかにされており、これらの効能と関連し、アスリー

トは高い人生満足度を得ている可能性が考えられる。したがって、本研究の結果は、ウェルビーイ

ングの観点から、高い身体活動やスポーツ競技の実施による新たな効能を提案する一助となり得

る。

本研究の結果において、統計学的に有意な差は認められなかったが、心理的ウェルビーイングの

下位尺度である積極的な他者関係は、アスリートが非アスリートよりも低値を示す傾向がみられ

た。積極的な他者関係は、良好かつ信頼できる対人関係を構築できる能力と解釈される（Ryff

1989）。本研究の解析対象者としたアスリート群には、集団スポーツ競技を行うアスリートに加え

て、個人スポーツ競技を行うアスリートが含まれている。Pluharら（2019）は、個人スポーツ競技

を行うアスリートは、集団スポーツ競技を行うアスリートに比較し、楽しさよりも目標志向のため

に競技を実施していることが多いことを報告している。したがって、アスリートの中でも実施する

スポーツ競技・種目によって、異なるウェルビーイングの特性を呈する可能性が考えられる。この

ことから、今後の研究展開として、スポーツ競技・種目による特性や競技レベルの違い等を包括し

た、より詳細なアスリートのウェルビーイングの実態調査を進めて行くことが必要とされる。

本研究の結果から、スポーツ競技の実施は、ウェルビーイングを部分的に高める効能を有するこ

とが示唆された。スポーツ競技を実施する価値は多岐にわたるが、それを定義する際、近代オリン

ピックの父であるピエール・ド・クーベルタン男爵が唱えたオリンピズム「スポーツを通して心身

を向上させ、さらには文化・国籍など様々な差異を超え、友情、連帯感、フェアプレーの精神を

もって理解し合うことで、平和でよりよい世界の実現に貢献する」が真っ先に思い浮かぶ。これを

スポーツの価値として捉えた場合、スポーツ競技を実施する本来的価値、そして、良好な未来社会

の構築に向けた新価値は、ウェルビーイング社会の実現にあると考えられる。一方、ウェルビーイ

ングは、その広義な概念から単一の研究分野だけでは本質的な理解を進めることはしばしば困難で

ある。したがって、今後の研究展望として、複数の研究分野を統合した分野横断的なアプローチか

ら、スポーツ競技の実施がウェルビーイングに及ぼす効能を明らかにしてくことが必要であり、そ

れがスポーツ健康科学分野やその隣接分野の学術的発展に寄与し、ひいては次世代のスポーツのあ

り方とその価値の基礎基盤を構築する上で有用であると考える。

6．結論

本研究は、日本人大学生アスリートと非アスリートにおけるウェルビーイングの比較から、ス

ポーツ競技の実施による新たな効能を示唆した。本研究の成果がスポーツ健康科学分野やその隣接

分野の将来的な学術展開の一助となることを祈念する。
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